
一
般
会
計

行
政
の
基
本
的
施
策
を
行

う
会
計
で
あ
る
一
般
会

計
で
は
、「
一
つ
上
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
た
予
算

編
成
を
行
い
、
令
和
２
年
度
は
、

第
２
次
匝
瑳
市
総
合
計
画
や
市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
に
掲
げ

る
施
策
を
推
進
し
、
優
先
的
に

取
り
組
む
べ
き
事
業
へ
財
源
を

重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

予
算
規
模
は
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
に
関
す
る
負
担

金
の
増
加
な
ど
の
影
響
で
、
過

去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入　

広
域
ご
み
処
理
施
設

整
備
事
業
で
交
付
税
が
大
幅
増

　

歳
入
で
は
、
東
総
地
区
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
で
行
う
一

般
廃
棄
物
処
理
事
業
の
特
別
会

計
負
担
金
に
係
る
震
災
復
興
特

別
交
付
税
が
増
加
し
た
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
（
お
よ

そ
14
億
円
）増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
係
る
保
育
料
の
減
額

な
ど
で
分
担
金
及
び
負
担
金
は

減
少
し
た
も
の
の
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
一

部
が
社
会
保
障
制
度
充
実
の
た

め
の
財
源
と
し
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
消
費

税
交
付
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

▼
歳
出　

広
域
ご
み
処
理
施
設

整
備
事
業
の
負
担
金
や
パ
ソ
コ

ン
整
備
費
が
増
額

　

歳
出
で
は
、
小
学
校
ト
イ
レ

大
規
模
改
造
事
業
の
減
額
や
パ

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
前

年
度
比
13
・
２
％
増
の
１
７
５
億
２
８
０
０
万

円
で
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は
同
９
・

７
％
増
の
２
９
７
億
５
０
７
８
万
円
と
な
り
、

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

問
財
政
課
財
政
班
☎
73
・
０
０
８
５

一
般
会
計
に

万
円
計
上

億
175
2800

令
和
２
年
度 

当
初
予
算
の
概
要

予
算
規
模
は
過
去
最
大
に

■市税
　38億162万円 21.7%（＋0.3%）

■繰入金
　10億7376万円 6.1％（＋49.3％）

■諸収入
　2億4256万円 1.4％（＋7.3％）

■分担金及び負担金
　1億8193万円 1.0％（▲42.1％）

■その他の自主財源
　2億9792万円 1.7％（▲0.8％）

■地方交付税
　67億1000万円 38.3％（＋27.3％）

■国庫支出金
　17億2813万円 9.9％（▲3.0％）

■市債
　13億6570万円 7.8％（＋14.2％）

■県支出金
　10億3760万円 5.9％（＋2.3％）

■地方消費税交付金
　8億円 4.6％（＋31.1％）

■その他の依存財源
　2億8878万円 1.6％（＋11.1％）
※歳入の各項目と予算額、歳入に占める割合。
　カッコ内は同項目の前年度比増減。

一般会計 歳入 入ってくるお金

2800万円

自主財源 31.9%
55億9779万円

依存財源 68.1%
119億3021万円
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ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業
の
終

了
な
ど
に
よ
り
投
資
的
経
費
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

前
出
の
東
総
地
区
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
で
行
う
一
般
廃
棄

物
処
理
事
業
特
別
会
計
負
担
金

や
小
・
中
学
校
の
教
育
用
パ
ソ

コ
ン
活
用
事
業
の
増
額
な
ど

で
、
任
意
的
経
費
が
前
年
度
か

ら
16
億
円
以
上
増
加
し
た
た
め
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
の
た
め
の
施
策

と
し
て
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
の
実
施
に
向
け
て
関
連
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
啓
発
し
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
そ
う
さ
」
の
運

営
・
管
理
経
費
を
新
た
に
計
上

し
、
誰
も
が
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

■民生費
　51億9436万円 29.6％（＋1.1％）

■衛生費
　45億1947万円 25.8％（＋81.6％）

■総務費
　19億3222万円 11.0％（＋3.7％）

■公債費
　17億1038万円 9.8％（＋1.8％）

■教育費
　16億9378万円 9.7％（▲7.7％）

■土木費
　7億8392万円 4.5％（▲1.8％）

■消防費
　7億3957万円 4.2％（＋5.0％）

■農林水産業費
　5億4791万円 3.1％（▲3.1％）

■商工費
　2億250万円 1.2％（▲0.5％）

■議会費
　1億7887万円 1.0％（▲0.6％）

※歳出の各項目と予算額、歳入に占める割合。
　カッコ内は同項目の前年度比増減。

一般会計 歳出 使われるお金

■その他
　2502万円 0.1％（0％）

●「一般会計」と「特別会計」
　「一般会計」は、保健や福祉、
教育、土木、環境対策などの基
本的施策を行う会計で、その財
源には市税や国・県からの補助
金、交付金などを充てます。「特
別会計」とは、保険料など特定
の収入で事業を行うため一般会
計とは区別して経理する会計で
す。
●「自主財源」と「依存財源」
　市税や分担金・負担金、諸収
入など市が自主的に収入できる
財源を「自主財源」といい、対
して、地方交付税や国庫・県支
出金など国や県からの交付を受

けるものを「依存財源」とい
います。歳入に占める自主財
源の割合が多いほど、自立・
安定した市の財政運営がしや
すくなります。
●「義務的経費」と
　　　　　　　「任意的経費」
　地方自治体の経費のうち、
支出が義務付けられ、任意に
削減できない人件費や公債
費、扶助費を「義務的経費」
といい、対して、これ以外
で任意で削減が可能な経費
を「任意的経費」といいます。
義務的経費の割合が小さい
ほど財政に弾力性があり、柔
軟な予算編成が可能となり
ます。

財政用語解説

一般会計 総額 175億

銚子市、旭市と構成する東総地区広域市町村圏事
務組合で整備を進めている広域ごみ処理施設。写
真奥に映るのがプラント部分で、稼働は令和３年
度予定（銚子市野尻町。令和２年１月撮影）

性質別の歳出項目とその割合

目的別の歳出項目

■扶助費① 31億3540万円

■人件費② 29億9333万円

■公債費③ 17億1038万円

■補助費等④ 50億9815万円

■物件費⑤ 18億425万円

■繰出金⑥ 14億3339万円

■投資的経費⑦ 8億7275万円

■その他⑧ 4億8035万円

任意的経費　55.3% 義務的経費　44.7%

17.9％
①

17.1％
②

9.8％
③

29.1％
④

10.3％⑤

8.2％
⑥
5.05.0％％
⑦⑦

2.62.6％％
⑧⑧
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